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資質・能力を育成する学習プロセスの研究
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概　要

　本研究は，小学校４年生の総合的な学習の時間「函館PR隊」の授業を通して，地域を扱う
単元の学習展開の促進に必要な要件を明らかにし，あわせて資質・能力を育成するための学習
プロセスを構想することを目的とした。結果，地域を扱う単元の学習展開の促進に必要な要件
は，子どもがその地域を愛する人材と出会い，その人材の思いや願いを聞き入れ，それを思考
の種として自らの思いや願いを醸成していくことであることが明らかとなった。また，学習プ
ロセスとしては，①課題設定の種，②長期課題の設定，③短期課題の設定，④情報収集，⑤長
期計画における情報の整理・分析，⑥まとめ・表現，⑦振り返りが構想された。

Ⅰ�．はじめに

　経済界では，政策提言の中で，これからの人材
に必要な資質・能力として，変化の激しい社会で，
課題を見出し，チームで協力して解決する力（課
題設定力・解決力），困難から逃げずにそれに向
き合い，乗り越える力（耐力・胆力）を挙げてい

る。「グローバル化や技術革新の波が急速に押し
寄せるなかで，膨大な情報から課題を発見，設定
して，その解を見出すことは容易ではない。単純
に先行モデルを模倣して成功する時代ではなく
なっている。予測困難な状況下で課題設定力を身
につけるには，常に社会情勢に関心を持つこと，
世の中の出来事を当たり前のことと捉えず，なぜ
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そうなるのかを自分なりに考える習慣をつけるこ
とが必要である。そして，当然のことながら，思
考のベースとなる基礎学力や教養が備わっていな
ければならない。
　課題は他者との関わりのなかで見つかることが
多く，また課題解決にあたっては，一人でできる
ことは限られており，他者との協働，チームワー
クが必要となる。他者に何が課題かを説明し，課
題解決の必要性について理解を得て，協働してい
くための双方向での対話力（コミュニケーション
能力），課題解決に向けた企画力，実行力が求め
られる。
　課題は大きいほど，それを乗り越えた時に成長
できる。社会に出ると，否応なく多くの試練に直
面するが，それらを乗り越える「耐力」を備えて
おくことが重要である。ここで言う「耐力」とは，
困難に直面した際に，逃げずに向き合い，それを
乗り越えて目標を達成できる精神力や課題を克服
する力を指す。
　耐力を備えるためには，学生時代から様々なこ
とにチャレンジすることが重要である。失敗して
も経験から学ぶことは大きく，次につなげ活かす
ことが自己を成長させ，経験を重ねることで多少
の失敗には動じない胆力も備わっていく。」＊1（経
済同友会，2015）
　このように，これからの社会に生きる子ども達
には，劇的な変化の中を柔軟にそして強く生きる
力を備えていかなければならない。将来にわたり，
上記に示した資質・能力を育むために，初等教育
としてどこまで担うべきなのか考える必要がある
と言える。
　本研究では，これからの時代に求められている
資質・能力として挙げられている「人と人とのか
かわり」に重点を当てる。どのような時代にあっ
ても，人が人とかかわり，協働して課題に取り組
み，よりよく解決していこうとする姿に変わりは
ない。たとえ，解決に向けた道筋や方策にICTや

思考ツールなどの新しい考え方が用いられたとし
ても，その活動の根底にある，人への憧れや尊敬
などの思いや願いが活動を支える意欲となり，進
んで考え判断し，行動していく子どもを育んでい
くと考える。
　また，中央教育審議会初等中等分科会教育課程
部会生活・総合的な学習の時間ワーキンググルー
プ（2016）が審議のまとめの中で総合的な学習の
時間における資質・能力について整理を行い，「総
合的な学習の時間で育成を目指す資質・能力」を
示した。この資質・能力については，これまで総
合的な学習の時間で，各学校において育成を目指
す資質・能力・態度として，「学習方法に関する
こと」「自分自身に関すること」「他者や社会との
かかわりに関すること」の三つの視点で例示され
ていた。（文部科学省，2010）そこで，育成すべ
き資質・能力の三つの柱（①知識・技能，②思考
力・判断力・表現力，③学びに向かう力・人間性）
に沿って総合的な学習の時間において育成する資
質・能力を検討するに当たっては，これまで各学
校に求められていた三つの視点との関係も整理す
ることが必要である。
　まず，知識・技能（何を理解しているか，何が
できるか）については，学習指導要領において示
されていない。それは，課題の解決に向けて行わ
れる学習においては，それぞれの課題についての
事実的知識や技能が獲得されるが，この事実的な
知識については，各学校が設定する内容や一人一
人の探究する課題に応じて異なるためであると考
えられる。　
　つぎに思考力・判断力・表現力等（理解してい
ること・できることをどう使うか）についてであ
る。課題の解決に向けて行われる学習においては，
①課題の設定，②情報の収集，③整理・分析，�
④まとめ・表現の探究の４つの過程が繰り返さ
れ，連続する（以下，探究のサイクル）。この探
究のサイクルにおいて，実社会や実生活の課題の

*1 経済同友会の中にある，社会の持続性確保を目指した教育改革委員会が示した，「企業・社会が求める人材像と大学へ期待
すること」についての政策提言
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解決に向けて，探究の「見方・考え方」を発揮し
ながら，探究の４つの過程それぞれで必要とされ
る資質・能力を育成することが求められる。
　そして，学びに向かう力・人間性等（どのよう
に社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか）
については，三つの視点の中でも「自分自身に関
すること」「他者や社会とのかかわりに関するこ
と」として育成すべきとしていたものと対応して
いる。「自分自身に関すること」が，主体性や自
己理解，内面化して自信をつかむことなどの心情
や態度に，「他者や社会とのかかわりに関するこ
と」が，協同性，他者理解，社会参画・社会貢献
などの心情や態度と対応していると考えられる。
それぞれについては，誠実さ・自分らしさ，責任・
自信や，積極性，協調・開放・自我関与などの方
向性で質を高めることができるよう，学校種や学
年段階に応じた設定をしていくことが必要である
と考えられる。
　このように，総合的な学習の時間においては，
子どもの発達段階を考慮しつつ，取り組む課題に
応じた探究のサイクルに関わる資質・能力を，無
理なく子どもにとって主体的に身に付けることが
できる学習プロセスが必要になる。
　そこで本研究は，地域の観光に関する素材を活
用し，探究のサイクルの中に人とかかわる機会を
意図的に取り入れた小学校４年生の総合的な学習
の時間の授業を通して，地域を取り扱う単元の学
習展開に必要な要件を明らかにし，資質・能力を
育成する学習プロセスを構想することを目的とし
た。

Ⅱ�．方　法

１�．学級の概要

　第４学年（１学級）の児童38名（男児20名，女
児18名）であった。学級内での活動は，４名１組
を基本とした。指導者は，１名（第一筆者）であっ
た。

２�．単元の概要

⑴　単元名・素材

　単元名は「函館PR隊」であった。素材としては，
函館の魅力度が高い理由を，観光実態の分析を通
して自分なりの考えを見い出し，その考えをもと
に，函館のよさを発信していくものであった。

⑵　資質・能力

　北海道教育大学附属函館小学校では，評価の観
点として「学びの見通し」「課題追究の方法」「行
いや生き方へのひろがり」の３点を設定していた。
これらを，小学校学習指導要領（平成29年度版）
の３つの柱とのかかわりを考慮して，表１のよう
に本単元で身に付けるべき資質・能力を整理した。

３�．指　導

⑴　単元の目標

　函館のまちの様子を調べ，函館のよさを発信す
る方法を考える中で，自分たちが住むまちへの愛
着をもつことができるようにする。

⑵　単元構成（概要）

　単元の総授業時数は，20時間であった。
　単元の目標を達成するために，以下のユニット
１とユニット２の単元構成を設定した。
　○ユニット１　�函館の人気の理由を考えよう

（８時間）
　函館が全国の中でもトップクラスで魅力的な町
である資料（ブランド総合研究所，2014）を見る
ことをきっかけに，函館市の観光に関するデータ
（函館市観光コンベンション部観光振興課・（一
社）函館国際観光コンベンション協会，2012）を
読み取ることを通して，函館が人気な理由につい
て自分なりの考えをもった。その際，自分の考え
についての評価をもらったり，疑問点を解決した
りするために，函館市観光振興課の職員をゲスト
ティーチャーとして招き，発表会や講演会を行っ
た。
　○ユニット２　�函館をPRするミニポスターを

作ろう（12時間）
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　ユニット１のゲストティーチャーから，函館の
魅力をPRし続ける取組が課題であることを聞き，
函館のよさを発信するための手法を選択し，PR
することの概念的な知識を習得した。それを受け，
函館の観光ホームページを運営したり，イメージ
キャラクターのプロデュースをしたりしている宣
伝の専門家をゲストティーチャーとして招いた。
ゲストティーチャーとのやりとりを繰り返しなが
らミニポスターを作成し，完成作品を観光地に展
示する。

⑶　評価・振り返り

　総合的な学習の時間の振り返りは，自らの学習
成果を見い出すのみならず，各活動を一連の文脈
としてつなぎ，次なる学習も価値あるものとして
子ども達に自覚化させるために重要だと考える。
そこで，振り返りの場面については，一単位時間
の授業の中では，導入冒頭（前時の振り返り）と
まとめ（本時の振り返り）の２回取り組んだ。単
元全体においては，各ユニットや活動のつなぎ目
で取り組むこととした。
　そのような振り返りの学習プロセスにおける観

表１　総合的な学習の時間及び単元において育成を目指す資質・能力

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう力・人間性

学
習
指
導
要
領（
平
成
２
９
年
度
版
）

探究的な学習の過程にお
いて，課題の解決に必要
な知識及び技能を身に付
け，課題に関わる概念を
形成し，探究的な学習の
よさを理解するようにす
る。

実社会や実生活の中から
問いを見い出し，自分で
課題を立て，情報を集め，
整理・分析して，まと
め・表現することができ
るようにする。

探究的な学習に主体的・
協働的に取り組むととも
に，互いのよさを生かし
ながら，積極的に社会に
参画しようとする態度を
養う。

単　

元

学習の目的を意識しなが
ら学習計画を立て，追究
するために有効な方法を
身に付ける。

設定した課題を追究する
ために，見学やゲスト
ティーチャーから得た情
報について，効果的に整
理・分析している。

課題を追究することを通
して，互いのよさを認め
合うとともに，見方や考
え方を高めながら自己の
生活につなげようとする。

図１　「函館PR隊」単元のグランドデザイン
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点としては，①自らが何を学んだのか，②友だち
の考えや取組について，③次に何を取り組み，学
ぶのか，④学習活動に対する感想が挙げられる。
　振り返りの手法については，個人としての振り
返りでは，ノートやワークシートに書く活動を
行った。集団としての振り返りでは，実感を伴っ
た振り返りができるように，板書で子ども達の考
えを位置付けたり，写真や動画，作成物等，視覚
的に共有化できるような工夫を行った。

Ⅲ．結果と考察

　本単元の授業を通して育むべき資質・能力とし
て，①学習の目的を意識しながら学習計画を立て，
追究するために有効な方法を身に付ける。［知識・
理解］，②設定した課題を追究するために，見学
やゲストティーチャーから得た情報について，効
果的に整理・分析している。［思考・判断・表現］，
③課題を追究することを通して，互いのよさを認
め合うとともに，見方や考え方を高めながら自己
の生活につなげようとする。［学びに向かう力・
人間性］の３つを設定した。これらの資質・能力
を育むことが，よりよく課題を解決し，自己の生
き方を考えていくことにつながると言える。
　子ども達がこれらの資質・能力を無理なく身に
付けながら主体的・対話的に学習を進めていくた
めには，探究のサイクル（課題設定・情報収集・
整理分析・まとめ表現）を意識した単元構成を設
定することが必要であると考えた。そこで表２に
示す通り，二つの学習ユニット，七つの学習活動
からなる単元構成からなる授業を行った。
　本研究においては，その探究のサイクルを土台
としながらも，人（本単元においてはゲストティー
チャーを指す）とのかかわりに重点をおいた単元
構成を図ることで，資質・能力を無理なく身に付
けながら主体的・対話的に学習を進めていくこと
ができると考えた。以下，人に重点をあてた単元
構成の内容について整理する。
　人に重点をあてた単元構成の目指す効果は，「知
りたい・聞きたい」という探究への意欲喚起であ

る。単元を構成する際，今回提案する学習プロセ
スを活用することにより，各活動が子どもにとっ
て切実感のあるものになる。また，本研究に付随
する取り組みとして，「導入する人の特性を把握
すること」「人との連携の在り方」の活動につい
ても，単元構成において重要な考え方であると言
える。
　提案する学習プロセスは，表３の通り七次設定
とする。この学習プロセスは，二つの単元を想定
している。
　第一次は，単元のプロローグとしての体験を設
定する。総合的な学習の時間において，課題は教
師から与えられるものではない。子ども自らが身
の回りに起こっている事象から，課題を見い出し
ていくものであると考える。しかし，日常生活に
おいて，学習対象として適切な問題的事象が都合
よく身の回りにあるとは限らない。そこで，教師
が非日常的な事象を子どもたちの日常生活の中に
落とし込むことが必要となる。本単元においては，
函館の「魅力度ランキング」がそれに当たる。こ
のランキングを分析していったことで，単元を通
して追究する長期課題の種を作ることになったと
考える。
　第二次は，単元全体を通して追究する長期的な
課題の設定を行う。この課題は，今後単元を通し
て幾度も確認される指針のようなものとなる。
じっくりと子ども達の話し合いを通して決定する
必要がある。本単元においては，二つの長期課題
を設定した。一つ目の長期課題は「函館の人気の
ひみつを探ろう」としユニット１とした。二つ目
の長期課題は「函館をPRするミニポスターを作
ろう」としユニット２とした。ユニット１ではま
ず，「魅力度ランキング」に出会った子ども達か
ら「なぜ」「どうして」という疑問が次々と出さ
れることになる。そこから，函館の人気が高くな
る理由について探ることにつながるため，一つ目
のような課題が設定された。ユニット２では，観
光やPRの専門家に出会うことで，（写真２）今ま
で見い出してきた函館の人気の秘密をPRしたい
という意欲やPRしなければならないという使命
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表２　単元記録（概要）（20時間）
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感が高まるため，二つ目の課題が設定された。こ
れらの課題は，先述した通り単元を通して活動を
行う指針であるので，毎時間の冒頭で振り返った
り，教室に常時掲示したりという工夫をしたこと
で，子どもたちが何のために学んでいるのか，と
いう目的意識を常に持たせることができたと考え
る。
　第三次は，単元を長期に見据えて設定した課題
の解決のため，計画を立てる。この計画には，現
在位置から課題の解決というゴールに向けてタイ

ムスケール上にどのような活動が必要なのかを，
子ども達自身の手で構築させた。本単元の取組で
は，課題解決に向けての意欲が高まっている状態
の中で，一気につくり上げたので，子ども達の頭
の中にはやりたいことで満ちていた。そのアイデ
アを全体の話し合いの中で，教師が黒板に整理し
ていった。その際，視覚的に活動の配列と進行状
況が分かるように，図２のようなものを作成する
ことも考えられる。これを常に掲示しておくこと
で，子ども達の学びの見通しが定着されると考え

表３　人に重点をあてた学習プロセス
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られた。この計画で設定された各活動については，
その活動に際しての解決すべき課題（短期課題）
が設定された。その課題の解決のための情報収集，
収集した情報を整理・分析することを通して，次
なる活動へ展開していくことになった。このよう
な小さな探究のサイクルをくり返したことで，長
期課題の解決を図っていくことができたと考える。
　第四次は，長期課題を解決していくため，活動
計画に従って体験したり見学したりすることで，
情報を収集していった。ここが総合的な学習の時
間において活動量が一番多いところだと考えられ
る。ここでは，それぞれの活動に際してその都度，
得られた情報の整理・分析を繰り返すことにな
る。例えば本単元で言えば，ユニット１での自分
達で函館の人気の理由を資料等から探す活動が挙
げられる。始めはパンフレットや旅行雑誌を調べ
る。調べたことを整理すると，自分達が知ってい
るような表面的な情報で，人気の理由がまだ判然
としないということで，次にインターネットを活
用した調査を行う。それでも足りないため，専門
家をゲストティーチャーとして呼び直接人気の理
由を聞くということろへつながっていった。（写
真１）このように，この四次では，活動を経る毎
に，長期課題解決に向けた思考が次第に深まって
いくことになっていく。
　この第四次で特に述べておきたいことは，どの
ような情報をどのように収集するのか，というこ
とである。総合的な学習の時間において扱う素材

は，概ね人とのかかわりに関することが多く，人
の思いや願いは，総合的な学習の時間において子
ども達が思考・判断する際の決め手となる情報に
つながる。そのため，その情報源となる人とのか
かわりが，総合的な学習の時間において特に重要
となる。単元の構成の中で，人とのかかわりをど
こに配置するのか考えた場合，主にこの第四次に
配置することが有用であることを見い出すことが
できた。
　第五次は，これまでの活動や，体験等から得ら
れた情報を整理・分析し，長期課題の解決のため
の方策を立てる。各活動において収集した分析結
果や情報は，学びの文脈の中で積み重ねてきたこ
となので，一見ひとまとまりのものになっている
ように見えるが，子ども達の思考の中では，それ
ぞれがつながりあってはいない。これまでの情報
や分析結果を比較させたり関連させたりして概念
化を促し，次なる実践の指針と方策を立てる取組
が，この第五次で求められていることである。多
くの蓄積されたものを整理し分析をしていくこと
になるので，どの視点でどのように分析をしてい
くのか明確にしなければならない。その一つの方
策として，思考ツールの活用に取り組んだ。本単
元においては，ユニット２でミニポスターを作成
する準備段階において，観光客の年代と観光目的
（夜景・歴史的建造物・グルメ等）の関係を見い
出すことで，PR対象とする年代に適した掲載レ
イアウトを構想する，という活動に取り組んだ。
その際，二つの要素の関係を見い出すという思考
形態を踏まえて，マトリクスという思考ツールを
活用した。（写真４）そうすることで，視覚的に
どの年代がどの観光に興味があるのか，その観光
にどの年代が注目しているのかが明確に分かる。
このように，視覚的に整理・分析を積み重ねるこ
とで，長期課題解決に向けた指針と方策が定まっ
てくる。
　第六次は，課題を解決するための直接的な活動
を行う。本単元においては，ユニット１において
は，函館の人気について自分なりの見解を主張文
という形式でまとめていく。ユニット２において

図２　スケールチャート（例）
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は，函館をPRするという使命を果たすために，
実際にミニポスターの作成を行う。
　第六次で特に述べておきたいことは，今までか
かわってきたゲストティーチャー等に再び出会
い，自分達の取組を見てもらう場を設定するとい
うことである。（写真３）子ども達の取組は，自
分達だけの，学校の中だけの，授業としての取組
としての認識で終わるのではない。総合的な学習
の時間においては，自分達の取り組みは，現実の
社会や日常生活にかかわりのあることなのだとい
う認識のもと学習活動に取り組むことが，総合的
な学習の時間という領域としての最終目標である
「自らの生き方を考える」という視点に子ども達
が立てるのだと考える。その認識に立たせる重要
な要素が，自分と社会をつなげるゲストティー
チャーの存在である。もっと具体的に言うと，ゲ
ストティーチャーが自分達の取り組みについて語
る言葉が，子ども達の思考と社会をつなげる橋渡
しとなるのである。よって，この学びの集大成と
もいえる，まとめ・表現の段階において，人との
かかわりを配置することは大切なことだと考える。
　第七次は，単元全体を振り返り，長期課題に対
する自分なりの取組や考えを内省する。今まで取
り組んできたことを，一つの物語を読み解くよう
に振り返ることで，学んだり身に付けたりしたこ
とと自分とのつながりを見い出す。その際，発達
段階に応じて表現方法を選択する必要がある。特
に小学校の場合は，探究的な学び方のよさを実感
し様々な学びに適用しようとする芽を養うことを
目指す。本研究では，探究的な学び方の中でも，
人とのかかわりのよさを実感し，他の活動におい
ても人とのかかわりを通して物事を理解しようと
する態度を身に付けることを目指した。結果とし
て，子ども達は社会科の学習や他の総合的な学習
の時間において，探究的に学ぶ際，人とのかかわ
りを手立ての第一に考え，学習計画を立てる姿が
見られた。
　以上のように，七次の学習プロセスを意識し，
単元計画を構成することで，３つの資質・能力を
無理なく効果的に身に付けさせることができると

写真１

写真２

写真３

写真４
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考られた。

Ⅳ�．まとめ

　本単元の授業を通して，地域を扱う単元の学習
展開の促進に必要な要件は，子どもがその地域を
愛する人材と出会い，その人材の思いや願いを子
どもが聞き入れ，それを思考の種として自らの思
いや願いを醸成していくことであることが明らか
となった。また，資質・能力を育む学習プロセス
としては①課題設定の種（学びの文脈のきっかけ
づくり），②長期課題の設定（単元を通して目指
す課題の決め出し），③短期課題の設定（探究活
動計画の策定，課題解決のための計画［概要］立
案），④情報収集（短期計画における情報の整理・
分析，長期計画における情報や整理・分析，結果
をまとめて長期課題の解決のための手立ての見い
出し），⑤長期計画における情報の整理・分析（長
期計画における情報の整理・分析，結果をまとめ
て長期課題の解決のための手立ての見い出し），
⑥まとめ・表現（課題解決につながる活動の実
施），⑦振り返り（課題に対する自分の考えの内省）
が構想された。
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